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ウォールキャビネットの取り付け

FAKTUM/ファクトゥムウォールキャビネットは、頑丈なアル
ミ製のサスペンションレールを使用して取り付けます。しっ
かりと固定でき、キャビネットを簡単に水平に取り付けられ
ます。ほとんどのキッチンでは、最初にウォールキャビネット
を取り付けるのが一番簡単な方法です。下にベースキャビネッ
トがない状態の方が、踏み台を使用しやすいためです。ウォー

ルキャビネットを取り付けない場合は、ステップ4に進みます。
ステップ1で行わなかった場合は、壁を計測し、キャビネット
の位置を決めて印を付けます。また、壁に凹凸がある場合は、
パテや隙間調整材（隙間を埋めたり、角度を調整したりする
ために、木片、繊維板、合板などを隙間の大きさに合わせて
現場にて手配し、お使いください）で平らにします。

壁にこのポスターを貼っておくと
見ながら作業できます。

ステップ

1. でこぼこした個所を補修する
壁をよく見て、水平器を当てます。でこぼこし
た個所（ゆがみやでっぱり）に印を付けます。
補修がおおがかりになる場合は、専門業者
に依頼することをお勧めします。ウォールキャ
ビネットの取り付けに隙間調整材が必要な場
合もあります。

5. 壁の下地を探す
印を付けたスペンションレールの2本の線上
で、部屋の隅から壁を叩いて（または、下地
探知機を使用して）サスペンションレールが
施工できる柱や桟等の下地を探します。見つ
けたら印を付けます。印は線に沿って下地の
位置に付けていきます。この印によって、サ
スペンションレールを取り付ける場所がわか
ります。

写真のようになります。
下端用レールにキャビネットを固定するボル
ト通し穴は開いていないため、キャビネット
背板に10mmφの穴を開けてください。キャ
ビネット側面に開いている下穴の下から1つ目
と2つ目を利用してL型金物プレートを取付
け、L型金物プレートの中央に開いた15mm
φ穴の中心に10mmφの穴を開けます。

14. ナットをきつく締める
すべてのウォールキャビネットを取り付け、
位置をそろえて、キャビネット同士を連結し、
最終調整が済んだら、すべての取り付けナッ
トをきつく締めます。角にあるL型金物プレー
トにプラスチック製カバーを取り付けます。

2. 床の凹凸を確認する
床に凹凸がないか確認します。キャビネット
の下に脚または蹴込み板が入るかどうかを
確認するために重要な作業です。水平器を
使用して、ベースキャビネットまたはハイキャ
ビネットを配置する場所を確認します。床の
最も高い場所と最も低い場所を見つけ、ペ
ンで壁に印を付けてください。

6. サスペンションレールをカットする
1つの壁に設置するウォールキャビネットの
長さを計測します。計測した長さの合計から
20mmを引き（レールの両端に10mmのス
ペースが残るようにする）、サスペンション
レールをこの長さにカットします

10. キャビネットを水平に固定する
小さな金属製プレートをボルトに合わせ、
ナットをゆるめに通します。キャビネットを
水平にします。レンチでキャビネットの金具
をゆるく締めます。すべてのキャビネットを
取り付けてから調整できるよう、この時点で
はきつく締めないでください。

ステップ 3 終了
これでウォールキャビネットの取り付けは完
了です。

3. 直角の角
各角にスコヤや直角定規または直角の木製
パネルを当て、壁との間に隙間がないか確
認します。隙間が6mm以上ある場合は、専
門業者に相談してください。U型キッチンの
場合は、両側の壁の距離を複数個所で計測
し、並行かどうかを確認してください。

7. サスペンションレールの金具を挿入する
サスペンションレールを壁に取り付ける前
に、キャビネット取り付け用の金具を挿入し
ます。上端用レールにはキャビネット1 台に
つき2つの金具が、下端用レールには連結し
たキャビネットのうち両端にくるキャビネッ
トを固定させるように最低2つの金具が必要
です（コーナーキャビネットを取り付ける場
合は、各側面に1つずつ必要）。レールを壁
に取り付けるまではテープで金具をとめてお
くと作業が楽になります。

11. 残りのウォールキャビネットを取り付ける
取り付けたキャビネットに合わせて、残りの
キャビネットを同様に取り付けます。Cクラ
ンプを使用して隣り合ったキャビネットを仮
どめします。キャビネットの表面を傷つけな
いように、クランプとキャビネットの間に木
片を挟んでください

8. サスペンションレールを固定する
下地がある場所に2本のサスペンションレー
ルを固定し、レールの上下端を壁の印に合
わせて取り付けます。ステップ1で、壁に
6mm以上のゆがみがあった場合は、サスペ
ンションレールに隙間調整材を入れてまっす
ぐになるようにします。

12. キャビネットの壁に穴を開ける
キャビネットの内側には下穴があります。
キャビネットの5mmのドリルビッドを使って
上から4つ目および下から4つ目の穴にドリ
ルで穴を開けます（2つ目と3つ目の穴はヒン
ジ用）。

4. ウォールキャビネットとサスペンション
レールの位置を決める水平線を引く

ステップ1で印を付けた床の高い点を使用し
て、その場所からウォールキャビネットの上
端と下端の位置を計測します。次に、上下2 
箇所のサスペンションレール位置も決めま
す。水平器を使用して、壁の点を水平線で結
びます。

ウォールキャビネットの取り付け

INSTALLATION POSTER

9. コーナーキャビネットを取り付ける
コーナーキャビネットから取り付けを開始し
ます。サスペンションレールの金具とキャビ
ネットの上部背板にある穴を合わせます。
注：コーナーキャビネットを設置しない場合
は、背面の壁と側面の壁の両方に接するキャ
ビネットから取り付けます。このとき、プラ
ンにあるとおり、フィラーが入るだけのスペー
スを空けてください。

13. キャビネット同士を連結する
キャビネットフレームに同梱されているネジ
を穴に入れて締めます。Cクランプを取り外
します。残りのキャビネットも同様にネジで
固定します

お役立ち情報：ハイキャビネットを取り
付ける場合は、ハイキャビネットを取
り付けてから、最終調整をし、ナット
をきつく締めてください。キャビネット
を置くと、水平に正しく設置されている
かを簡単に確認できます。

確認してください：キャビネットを吊る
場合、下地の強度が必要です。必要な
場所に下地があるか、必ず事前に確認
しましょう。
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ベースキャビネットおよびハイキャビネットの取り付け

ベースキャビネットとハイキャビネットを取り付けます。キャ
ビネットを取り付ける前に、水道、電源、その他の配管・配
線の位置を確認して印を付け、ジグソーで開口部をカットし

ます。次の手順に従って、キャビネットの前面と背面に脚を取
り付け、サスペンションレールを使用してキャビネットの壁に
固定します。 壁にこのポスターを貼っておくと

見ながら作業できます。

ステップ

1. 水平線を引く
印を付けた床の高い点を使用して、ワーク
トップの高さから4cm低い箇所を計測しま
す。水平器を使用して壁のこの高さに線を引
きます。

写真はハイキャビネットなど、キャビネット
の下端にレールがくるケースです

6. コーナーキャビネットを取り付ける
コーナーキャビネットを設置場所に置き、脚
の高さを調整して、サスペンションレールに
水平になるようにします。水平器で水平であ
ることを確認してください。

10. キャビネット同士を連結する
キャビネットフレームに同梱されているネジ
を下穴に入れて締めます。Gクランプを取り
外します。残りのキャビネットも同様に取り
付けます。

15. フィラーをカットする
手のこを使用する場合：フィラーの前面に上
端と下端の印を結ぶ線を引き、表面を上にし
てカットします。ジグソーを使用する場合： 
フィラーの両面に印を付けます。切断面が平
らになり、板くずがでないように、表面に書
いた線の上にマスキングテープを貼ります。
背面を上にしてカットします。

ステップ4 終了
これでキャビネットフレームの取り付けは
完了です。

2. サスペンションレールをカットする
取り付けるベースキャビネットとハイキャビ
ネットの長さを計測します。サスペンション
レールを計測した長さに合わせてカットし
ます。

レールの金具とキャビネット上部背板にある
穴を合わせます。

11. 配管・排水用の穴を開ける
シンクユニットを取り付ける前に、キャビネッ
トの底部（上の写真）か背板に水道管、排
水管用の穴を開けます

16. フィラーを取り付ける
切断面が壁側にくるようにしてフィラーを取
り付けます。キャビネットの内側から、下穴
を通してドリルでネジを取り付けます。フィ
ラーが正しい位置に取り付けられるように、
まず壁にとめます。他のフィラーも同様に取
り付けます。フィラーをすべて取り付けたら、
18に進んでください。

3. サスペンションレールの金具を挿入する
サスペンションレールを壁に取り付ける前
に、キャビネット取り付け用金具を挿入しま
す。キャビネット1台につき2つの金具が必要
です（コーナーキャビネットを取り付ける場
合は、各側面に1つずつ必要です）。レール
を壁に取り付けるまではテープで金具をとめ
ておくと作業が楽になります。

7. キャビネットを水平に固定する
小さな金属製プレートをボルトに合わせ、
ナットをゆるめに通します。キャビネットを
水平にします。必要に応じて下端に隙間調整
材を使用します。レンチでキャビネットの金
具をゆるく締めます。すべてのキャビネット
を取り付けてから調整できるよう、この時点
ではきつく締めないでください。
ヒント：コーナー用回転シェルフを取り付け
る場合は、ここで取り付けます。ワークトッ
プを設置する前に取り付ける方が簡単です。

12. ハイキャビネットを取り付ける
ハイキャビネットは、ベースキャビネットと
同様に取り付けます。側面にカバーパネルを
取り付ける場合は、同梱の組み立て説明書
を参照して、キャビネットを設置する前に取
り付けてください。

17. 平らでない壁
壁が平らでない場合は、フィラーを壁の形
に合わせてカットする必要があります。この
ためには、壁の形のテンプレートを作って、
フィラーにトレースする必要があります。薄
い合板か、丈夫な段ボールでテンプレートを
作成してください。その他に、巻尺、鉛筆、
コンパスが必要です。テンプレートの材料を
カットして、キャビネットと同じ高さにします。

8. 次のベースキャビネットを取り付ける
次のキャビネットを取り付けるための印を付
け、穴を開けて、ネジを挿入します。キャビネッ
トを持ち上げ、先に取り付けたキャビネット
に慎重にそろえます。Gクランプを使用して、
キャビネット同士を仮どめします。

13. ナットをきつく締める
ベースキャビネットとハイキャビネットをすべ
て取り付けたら、最終調整をしてからサスペ
ンションレールに固定するナットを締めま
す。

フィラーを取り付ける場所にテンプレートを
置きます。コンパスを数センチ分開き、針を
壁に当てます。コンパスを水平に持ち、壁の
線に沿って動かし、鉛筆でテンプレートに
はっきりとした線を引きます。テンプレート
を正確な幅にカットするには、壁とキャビネッ
トの間が一番開いている箇所で間隔を測り
ます。テンプレート上でこの点を見つけ、印
を付けます。
この点からテンプレートの上端と下端に直線
を引き、キャビネットにぴったり合うよう切
断面を平らにします。テンプレートをカット
して形が合うことを確認してから、フィラー
にトレースし、15の説明に従ってカットします。

4. サスペンションレールを固定する
ステップ4の1で付けた線にサスペンション
レールの上端をそろえます。壁の下地がある
部分に固定します。

5. 脚を取り付ける
組み立て説明書に従って、キャビネットの前
側と後側に脚を取り付けます。

INSTALLATION POSTER

9. キャビネットの壁に穴を開ける
5mmのドリルビットを使って上から3つ目お
よび下から3つ目の穴にドリルで穴を開けま
す。引き出し付きのキャビネットを取り付け
るときは、上から4つ目の穴にドリルで穴を
開けます。KALSEBO/カルセ ボーまたは
ULRIKSDAL/ウルリクスダールの扉を取り
付ける場合は、上から4つ目および下から4 
つ目の穴にドリルで穴を開けます。

14. フィラーのサイズを測る
水平器で壁が平らになっているか確認しま
す。平らでない場合は、17に進んでください。
平らな場合は、壁からキャビネットまでの間
隔を測り、フィラーの上端と下端にこの長さ
の印を付けます。

18. ホコリから保護する
壁とキャビネットの間の隙間をなくすために
は、フィラーの周囲をコーキングする必要が
あります。コーキングする箇所に沿ってテー
プで保護します。隙間があれば、そこにコー
キング材を塗ります。

お役立ち情報：ハコーナーキャビネット
を設置しない場合は、背面の壁と側面
の壁の両方に接するキャビネットから
取り付けます。このとき、キャビネット
と側面の壁の間にフィラーが入るだけ
のスペースを空けてください
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ワークトップの取り付け

ワークトップおよびシンクを取り付けます。メラミン・木製の
ワークトップを計測してカットするときは、のこぎり台を使う
と作業がしやすくなります。ステップ5が終了したら、専門業
者に依頼して、水道、ガス、電気を接続し、コンロ、食器洗
い機、照明を取り付けます。人工大理石/ステンレススチー

ルのカスタムメードワークトップをオーダーした場合は、あら
かじめ必要な長さにカットされており、シンクも工場にて取
り付け済みで、コンロ/水栓用の穴も開いています。人工大
理石のL型カウンター継ぎ工事は、技術を必要としますので、
専門業者に依頼することをお勧めします。

壁にこのポスターを貼っておくと
見ながら作業できます。

ステップ

1. キャビネットと壁の間のスペース
ベースキャビネットの上にワークトップを
置き、背面の壁との間に5mm、側面の壁ま
たはハイキャビネットの間にはそれより狭い
スペースを空けてください。L型キッチンの
場合は、2つのワークトップを突き合わせ継
ぎにしてください（アングル継ぎ、とめ継ぎ
にしない）。こうすると、ワークトップが通常
の膨張と収縮に耐えられるようになります。

4. シンクの場所に印を付ける
ワークトップを置き、ベースキャビネットの
内側をワークトップの裏面にトレースします。
これにより、シンクの切断面がぴったりと合
うようになります。次に、シンクを逆さまに
して、ワークトップの裏面に前後左右正しい
位置に置きます。シンクの縁に沿って鉛筆で
トレースします。鉛筆と直定規を使用して、
トレースした線の内側にカット用の線を引き
ます。詳しくはシンクに同梱の組み立て説明
書をご覧ください。

9. ワークトップを固定する
ワークトップは、付属の金具を使用して固定
します（上の写真）。スロット付きのブラケッ
トにより、ワークトップが通常の膨張と収縮
に耐えられるようになります。ワークトップ
を置き、計測したときと同じ間隔を空けます。
ワークトップを固定する前に、等間隔に取り
付け点を決め、下穴を開けます。

2. ワークトップの正確なサイズを測る
ベースキャビネットの端からワークトップの
長さを測り、カバーパネルに2cmのオーバー
ハングを追加します。手ノコを使用する場合
は表面に、電動丸ノコを使用する場合は裏
面に鉛筆で印を付けます。

5. シンク・コンロ用の穴を開ける
のこぎり台にワークトップを載せます。カッ
ト線の4つのコーナーに、ジグソーの歯を入
れるための10mmの穴を開けます。同じカッ
ト線に沿って、シンクユニット用の穴をカッ
トします。同様に、コンロ用穴もカットします。

10. キッチン水栓を取り付ける
シンクに水栓用の下穴が開いていない場合
は、シンクまたはワークトップに穴を開ける
必要があります。水栓を取り付ける場所にマ
スキングテープを貼り、穴を開ける箇所にペ
ンで印を付けます。同梱の組み立て説明書
に従って、ドリルで穴を開け、水栓を取り付
けます。

3. ワークトップをカットする
手でカットする場合は、目の細かい手ノコを
使用することをお勧めします。ワークトップ
に裂け目が入らないように、カットする部分
に養生テープを貼ります。電動丸ノコを使用
する場合は、ワークトップの表面を下にして、
直定規を固定し、カット線に沿って丸ノコを
動かします。切断面にやすりをかけ、オイル
を塗布します。

6. シンクの切断面を保護する
ワークトップに水分が染み込まないように、
木製ワークトップの場合切断面に沿ってハケ
でBEHANDLA木製品用トリートメントオイ
ルを塗ります。メラミンワークトップの場合
は、市販のシリコンコークをヘラ等で塗布し
てください

11. ワークトップにやすり、オイルを塗る
木製のワークトップには、取り付けまでに必
要な保護を施してあります。使用前に、表面
に目の細かいサンドペーパーでやすりをか
け、BEHANDLA木製品用トリートメントオ
イルを塗ってください。

7. シンクが入るか確認する
ワークトップをベースキャビネットに戻し、
シンク用の穴が、ベースキャビネットの上部
のフレームレールに引っかからないことを確
認します。引っかかる場合は、レールを削っ
てシンクがぴったり入るようにします。

ステップ5 終了
これでワークトップとシンクの取り付けは
完了です。

INSTALLATION POSTER

8. シンクを取り付ける
ワークトップを取り外し、逆さまにして、のこ
ぎり台に置きます。同梱の組み立て説明書に
従ってシンクを取り付けます。

お役立ち情報：無垢材製ワークトップ
は、施工前と施工後に定期的にやすり
をかけ、オイルを塗ると、美しさを長
く保つことができます。染みや小さな
傷は、目の細かいサンドペーパーで落
とせます。やすりをかけた表面は、削
り粉を拭き取ってからオイルを塗ってく
ださい。

Design and Quality
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専門業者への依頼
ガス・水道の配管、食器洗い乾燥機、コンロ、照明の配線・設置に
あたっては、お早めに資格を持った専門業者にご相談されることを
お勧めします。

取り付けの前に
このガイドでは、準備から取り付けまでのプロセスを順に説明しま
す。また、手順を確認しながら作業できるようポスター4枚が付属
しています。キッチンの設置を開始する前に、このガイドとポスター
をよくお読みください。

たった7つの手順で
新品のキッチンが誕生

お客様ご自身の手で簡単にキッチンを組み立てと設置を行えるように、イケアではキッチン設計の段階
からさまざまな工夫をしています。このDIYガイドでは、新しいキッチンの組み立てと設置を行う方法
を説明します。

このガイドのオレンジ色の番号は、ポスターの取り付け手順の番号と対応しています。
ポスターを壁に貼っておきましょう。
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引き出し、棚板、照明の取り付け

最後の仕上げ

キャビネットには、棚板、引き出しなどの収納アクセサリー
を簡単に取り付けられるように、下穴が開けてあります。後
で調整したり、収納アクセサリを追加したりするのにも便利

です。キャビネットフレームにカバーパネルを取り付ける場合
は、内側からネジでとめる必要があるため、収納アクセサリー
を取り付ける前に実施してください。

壁にこのポスターを貼っておくと
見ながら作業できます。

ステップ

ステップ

1. カバーパネルを取り付ける
Gクランプを使用してカバーパネル
を仮どめします。キャビネットの内
側からキャビネットフレームに下穴
を開けます。このとき、カバーパ
ネルに穴を開けないように注意し
てください。カバーパネルをネジで
とめます。ウォールキャビネットの
下にデコストリップを取り付けな
い場合は、カバーパネルは6cm短
くする必要があります。下から切
断面が見えないように、上端をカッ
トしてください。

1.蹴込み板をカットする
ベースキャビネットの下の空いた空
間をカバーするよう、蹴込み板を
正確に計測して印を付けます。目
の細かいハンドソーで蹴込み板を
カットします。

6. 扉にヒンジ本体を取り付ける
ヒンジ本体を扉の下穴に差し込み
ます（上の写真）。ネジは必要あり
ません。

2. 照明を取り付ける
ガラス扉付きのキャビネットに照
明を取り付けます。プロの仕上が
りを求める場合は、資格を持った
電気技師に依頼してください。

2. 縁の仕上げをする
蹴 込 み 板の 切断面を同 梱の木口
テープでカバーします。アイロンで
圧着します。

7. キャビネットに扉を取り付ける
ヒンジ本体をベースプレートに取
り付けたら、調整ネジで幅、奥行
き、高さを調整してちょうど良い
位置に扉を固定します。詳しくは、
ヒンジに同梱の取り付け説明書を
ご覧ください。

3. 棚板を置く
棚板1枚につき4つのダボをキャビ
ネット内側の下穴に差し込み、棚
板をダボの上に載せます。収納す
る物に合わせ、スペースを有効に
使えるように考慮して棚板を置い
てください。ダボと棚板は、いつ
でも移動することができます。

3. 蹴込み板をはめる
組み立て説明書に従って、蹴込み
板にクリップを貼り付けます。コー
ナー部分では、片方のクリップは
蹴込み板上部に、もう片方のクリッ
プは蹴 込み板下部に取り付け、1 
本の脚に両方のクリップがはまる
ようにします。脚に蹴込み板をは
めます。

8. 扉に取っ手を取り付ける
FIXA/フィクサドリルテンプレート
を使うと、すべての扉の同じ位置
に簡単に取っ手を取り付けること
ができます。印を付けてドリルで
穴を開ける前に、扉の開く方向を
確認してください。扉に穴を開け
るときは、ドリルビットが貫通した
ときに表面に亀裂が入らないよう、
穴を開ける場所の後ろに木片を当
ててください。

4. 引き出し前部を取り付ける
同梱の金具を下穴に通し、引き出
しの箱に引き出し前部を取り付け
ます。

4. デコストリップを取り付ける
デコストリップをウォール キャビ
ネットの下部の横幅に合うように
計測してカットし、取り付けます。
取り付けについては、デコストリッ
プに同梱の取り付け説明書をご覧
ください。

9. ドアバンパーを取り付ける
ドアパンパーを取り付けると、扉
がゆっくりと静かに閉まります。組
み立て説明書に従ってバンパーを
キャビネット内側の上部のヒンジ
の反対側にネジでとめます。ヒン
ジに取り付けるダンパーも用意し
ています。

5. 引き出し前部を調整する
ネジ回しを使用して、引き出し前
部を調整し、ぴったり合わせます。
引き出しをキャビネットフレームに
入れてから、引き出し前部にノブ
か取っ手を付けます。これにより
ノブまたは取っ手が水平で同じ高
さになっているかを簡単に確認で
きます。

のこぎり付きマイターボックスを
使って、各コーナーを45度にカッ
トすると継ぎ目がきれいに仕上が
ります。

ステップ 終了
これでキッチンの設 置が完了し、
使 用 で き る よ う に な り ま し た。
ウォールオーガナイザーを使って壁
面も有効に活用すると、ワークトッ
プのスペースをより広々と使えるよ
うになります。（キッチンハンドブッ
ク参照）

ステップ6 終了
これで棚板、照明、引き出しの取
り付けは完了です。

5. ヒンジのベースプレートを取り付ける
扉のヒンジのベースプレートを各
キャビネットの上部と下部にある1
つ目と2つ目の下穴にネジでとめま
す。

INSTALLATION POSTER
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完成まであと少しです。残りの作業はどれも重要なので、時間をかけて丁寧に行ってください。お子さまの安全のために、コンロ
ガードなどを取り付けてください。新しいキッチンを家族みんなが楽しめる場所にしましょう。
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必要な道具

キッチンの組み立てと設置には、適切な道具を使うことが重要です。

のこぎり付きマイターボックス ：
デコストリップ等を正確な角度に切断するため

目の細かい手ノコまたは電動丸ノコ ：
ワークトップ、蹴込み板などのカット用

（サスペンションレールなど金属をカット
する場合は金属用ノコ刃が必要です。）

ホールソー ：
蛇口を取り付ける
ための穴開け用

ジグソー ：
シンク、コンロ用の
穴を開けるため

千枚通し

ゴーグル ：電動ドリル、ジグソーを使用するときは、保護用のメガネの着用をおすすめします。

水平器・水準器

Gクランプ 直角定規 電動ドライバー/ドリル

必要な道具は以下のとおりです:
• 定規/巻尺
• 金工やすり・紙やすり(木工)
• モンキースパナ（自在スパナ）：
  蛇口の取り付けでホールソーとともに使用する

• ドライバー／ドリル
• 鉛筆
• ハンマー
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取り付けを開始する前に

ステップ

古いキッチンを取り外す
作業を開始する前に、電気、ガス、水道を止めます。最初にベース
キャビネットを撤去すると、ウォールキャビネットの取り外しが簡
単になります。

壁と床を平らにする
きちんと設置するには、表面を平らにしておくことが重要です。具
体的には、ステップ3のポスターの最初の3つの作業です。壁また
は床に大きな凹凸がある場合や、その他の大きな問題がある場合
は、専門業者に補修を依頼することをお勧めします。壁については、
表面上は問題が無くてもキャビネットを吊る場合は下地の強度が
必要です。ご自身で確認できない場合は、専門業者に現場調査を
依頼することをお勧めします。

キャビネットの位置に印を付ける
キャビネットの位置を測り、壁に直接印を付けます。全体がきちん
と納まるか確認できます。

ガス、水道、電気の専門業者に依頼する
水道やガスの配管をやり直す場合、または新しく配線を引いたり、
コンセントの位置を変更する場合は必ず、資格を持った専門業者に
依頼してください。

下塗り、塗装、フローリングの敷設
キッチン設置スペースが空になったら、壁下地を補強する必要が
ある場合は補強工事、壁の下塗り、ペンキの下塗り、新しいフロー
リングの敷設をします。新しいフローリングを敷設する場合は、
このタイミングが最適です。ただし、キッチンの設置が終わるまで
は表面を保護しておく必要があります。ペンキの二度塗り、壁紙の
貼り付けは、キャビネットの設置が終わってからにしてください。
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全てのパーツの確認と
組み立ての開始

ステップ

キッチンに必要なパーツがすべてそろっていることを十分に確認
してください。お手元のパッケージとお見積書を照合するとよいで
しょう。ウォールキャビネットのパーツを一カ所にまとめるなどして、
パッケージを分類してください。

適切な固定金具を使用する
石膏、木材、コンクリートなど、壁にはさまざまなタイプがあるため、
キャビネットには固定金具は付属していません。金具の専門店や
ホームセンターにはさまざまな建材に合った固定金具がそろってい
ます。ご自宅の壁に合う適切な金具をお選びください。

ワークトップは室内に保管する
ワークトップは室内で、通常の温度と湿度の環境で保管する必要が
あります。ただし、暖房器具や壁などに立て掛けたり、冷たい床に
置いたりしないでください。ワークトップは水分を吸収したり、
乾燥したりすると、ゆがむことがあります。

ウォールキャビネットから組み立てる
最初にウォールキャビネットを組み立ててから取り付けるのが一番
簡単な方法です。各パッケージに同梱の説明書、および別途お渡し
する「IKEAキッチン施工について」に従って組み立ててください。

次にベースキャビネット、ハイキャビネット、
引き出しを組み立てる
説明書に従ってベースキャビネット、ハイキャビネット、引き出しを
組み立てます。キャビネットを組み立てる前に、引き出しや引き
出し式バスケットのランナーを、ベースキャビネットおよびハイキャ
ビネットの内側の壁にネジでとめます。

キャビネットを取り付ける順番に配置する
必要なキャビネットがすぐにわかるように、キャビネットを取り付
ける順に並べます。ワイヤーバスケットなどの引き出し式の収納
アクセサリーや扉、ノブ、取っ手、棚板などは、後で取り付けるため、
この段階では取り付けないでください。
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ウォールキャビネットの取り付け

ステップ

ほとんどのキッチンでは、最初にウォールキャビネットを取り付け
るのが一番簡単な方法です。下にベースキャビネットがない状態の
方が、踏み台を使用しやすいためです。ただし、I型キッチンで、片
側の端にハイキャビネットを設置する場合は例外です。この場合は、
ステップ4のポスターを見ながらまずハイキャビネットを取り付け
てから、ウォールキャビネットを取り付けます。ウォールキャビネッ
トを取り付けない場合は、ステップ4に進みます。

手伝いを依頼し、踏み台を用意する
丈夫な踏み台を用意し、人に手伝ってもらって作業をすると、ウォー
ルキャビネットの取り付けはさらに簡単になります。まずコーナー
キャビネットの取り付けから始めます。

ステップ3のポスターの手順に従ってください。

• サスペンションレールが固定・施工できる柱・桟等下地を確認
する。

• サスペンションレール上下2本を壁にネジで固定する。
• ウォールキャビネットをサスペンションレールに取り付ける。
• ウォールキャビネットを水平になるよう調整する。
• すべてのナットを締める。
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ベースキャビネットおよび

ハイキャビネットの取り付け

ステップ

• サスペンションレールを壁にネジで固定する。
• キャビネットの脚を取り付ける。
• ベースキャビネットを取り付ける。
• ハイキャビネットを取り付ける。
• キャビネットを水平に調整する。
• キャビネット同士を連結する。
• すべてのナットを締める。
• フィラーを取り付ける。
• コーナー用回転シェルフを取り付ける。

重要
キャビネットを取り付ける前に、水道、電源、その他の配管・
配線用の開口部を測り、印を付け、カットしてください。

最初にコーナーキャビネットを取り付ける
ウォールキャビネットの取り付けと同様、まずコーナーキャビネッ
トから取り付けます。コーナーキャビネットを取り付けない場合は、
背面の壁と側面の壁が接するコーナーに設置するキャビネットから
取り付けてください。
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ワークトップの取り付け

ステップ

キッチンのキャビネットフレームの取り付けが完了したら、ワーク
トップとシンクを取り付けます。

メラミン/木製ワークトップの場合

• ワークトップの長さを測る。
• コーナーを継ぎ合わせる（L型カウンターの場合）。
• ワークトップをカットする。
• シンク用・コンロ用の穴を開ける。
• 切断面を保護する。
• シンクとワークトップを取り付ける。
• キッチン混合栓を取り付ける。

無垢材のワークトップの取り扱いについては、ステップ5のポスター
をご覧ください。

人工大理石/ステンレススチールのカスタムメードワークトップを
オーダーした場合はあらかじめ必要な長さにカットされており、
シンクは取り付け済みで、コンロ/水栓用の穴もあらかじめ開いて
います。人工大理石のL型継ぎ工事は技術を必要としますので、
専門業者に依頼することをお勧めします。
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引き出し、棚板、照明の取り付け

ステップ

キャビネットフレーム、ワークトップ、シンクを取り付けたら、棚板、
照明、引き出しなどのアクセサリーを取り付けます。キャビネット
フレームには、棚板、引き出しなどの収納アクセサリーを簡単に
取り付けられるように、下穴が開けてあります。後で調整したり、
収納アクセサリを追加したりするのにも便利です。

• カバーパネルを取り付ける。
• 照明を取り付ける。
• 棚板を取り付ける
• 引き出しの取り付けと調整を行う。

詳しくは、パッケージに同梱の説明書をご覧ください。
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最後の仕上げ

ステップ

ちょっとした細かい作業と微調整で、キッチンが完成します。ノブ
や取っ手の取り付けから扉や引き出しの調整まで、細かい作業で
すが、キッチンの仕上がりと使い勝手に大きな違いが出ます。時間
をかけて丁寧に作業してください。

取っ手とノブは、さまざまな種類からお選びいただけます。扉や
引き出しの前面など、取り付ける場所によって、見た目や使い勝手
の面でお勧めするものが異なりますので、イケアストアのキッチン
担当者にご相談ください。

• 蹴込み板を取り付ける。
• デコストリップを取り付ける。

照明の配線ケーブルを視線から隠すことができます。
• 扉を取り付ける。
• ノブと取っ手を取り付ける。
• キャビネットフレームにドアバンパーや耐震ラッチを取り付

ける。
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長くお使いいただくために

ステップ

キッチンの完成です
自分で組み立てて設置することで費用を抑えて完成させた、すばら
しいキッチンのできばえをご覧ください。お手入れとメンテナンスに
より、イケアのキッチンをきれいな状態で長くお使いいただけます。

キャビネットのお手入れ
扉、キャビネットの収納アクセサリー、木製の表面は、湿らせた
柔らかい布で拭いてください。必ず材質に合った清掃用品を使用し
てください。アンモニア、アルコール、研磨剤を含む洗剤は使用し
ないでください。仕上げにきれいな布でから拭きしてください。

シンクの光沢と清潔さを保つために
ステンレススチールのシンクを傷のない、光沢のある状態に保つ
には、中性洗剤とスポンジで洗浄してください。スチールたわし、
スチールブラシ、漂白剤、クレンザーは使用しないでください。

洗浄後は、洗剤を完全に流し、から拭きしてください。拭くときは、
金属の目に沿って拭いてください。ステンレススチールのシンクの
上でシルバーのクリーニングをしないでください。変色の原因にな
ります。

無垢材製ワークトップのお手入れ
BEHANDLA 木製品用トリートメントオイルを定期的に塗布して
水や汚れから保護しましょう。
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